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「金光明経』　　　　　に
一 「金勝陀羅尼 品」を中心 に

お ける陀羅尼品の 研 究

ウ ル ジ ー ジ ャ ル ガル

1 ． 問題の 所在　r金光明経』 （Suv） は グ プ タ朝期 に そ の 原形が 成立 した 大乗経

典 で あ り， 本経 が 増補 さ れ ， 発 展 して 行 く段階で 多数 の 陀羅尼 が 挿入 され て い

る． Suv で 陀羅尼 （dllirapt）を説く独立 した 品 （parivarta）として は 「最浄地」（
＊

ViSud−

dhabh輌mi ）， 「金勝 」（Hirapyavati）， 「無染 著」（
＊

Asahga）， 「如 意 宝 珠」（
＊

Cintimai）i［ratna ］）

とい う4 つ の 品が ある． こ れ らの 品に は梵文原 典 が存在 しな い が ， チ ベ ッ ト ・漢

訳な どに翻訳が伝承 され て い る， 陀羅尼は初期大乗経典で は菩薩が備え るべ き徳

性 の
一 つ と して 説か れ る ．後 に密教が 成立 して 来 る と ， 陀 羅尼 は 「真言」 （mantra ）

1）

を包摂す る形で 説か れ る よ うに な る． Suv にお ける 陀羅尼 品の 思 想的位置 は ，大

乗仏 典 で 説か れ る 聞持陀羅尼 （dha・arpadh5 ・arpi）が 密教 の 真言 と同
一

視 され る よ う

に なる 過程 で の
， 中間点 と も言 え る立場 に置 か れ得 る ．従 っ て こ れ らの 品の 研究

は ， 陀羅尼 の 諸相 を明 らか にする上 で は無論の こ と， Suv に お ける陀羅尼 品の 歴

史的位置づ けの 解明，
Suv の 成立 史研究に も資する もの で あ る．

　Suv の 陀羅尼 品 を扱 っ た 先行研 究 は
， 同 品 に説 か れ る陀 羅 尼 の 数 を指摘 した も

の か
， 或 い は 内容 を概 説 した もの で あ る

2）
． 厂最 浄地」 を始 め とす る 品が （1）具

体 的に どの よ うな陀羅尼 を説 い て い るか ， （2）何 故 Suv に挿入 され たか ， （3）Suv

に お い て どの よ うな意味 を持つ か とい う問題 は 未 だ 十分解 明 され て い な い ．本論

は 「金勝」を基に ，
こ の 三 点の 解明を試み る もの で あ る

3）
．

2 ． 「金勝陀羅尼品」に つ い て 　本品は ， 世尊が 善住 （
＊

Supratisthita）菩薩に 「金

勝 陀羅尼」 とは どの よ うな もの か を説く導入 （D202a4−b1＞
， 陀羅尼 を 習得す る手

順 （D202b1 −203b3）， 陀羅尼 を習得す る実践方法 （D203b3−204a1） とい う三 つ の 部分

か ら成 る ． 本 品は ， 先行 品で ある 「如 来寿量」（Tath且ga  ubpram 互pa）や 「三 身分別」

（
＊

K5yatrayavibhaga）で 説か れ る 仏 身論 を基礎 に置 き， 「空性 」 面 nya   を説 く品 の

前提 とな る 陀羅尼 を説い て い る ． 「聴 聞能力 と して の 陀羅尼 も， 空 の よ うな普遍

的真理 を理解 し， 記憶 す る」 と氏家 ［1984：19］が指摘 して い る よ うに ， 「空性」

を理解 す る に は
， 陀羅尼 を習得 する必 要が あ っ た の で は ない か と考え られる．
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　「金勝」の 導入部で は ， 世尊が 善住菩薩 に 「誰 で あれ ，
三 世 の

一
切 諸仏 に対 し

て 供 養 を行 い
， 恭敬 しよ うとす る者 は 『金勝 陀 羅尼』 を学習 し心 に保つ べ きで あ

る」 （D202a5■6） と説 く． そ の 理 由 につ い て 世 尊は ， 「『金勝 陀 羅尼』 は三 世 の 仏世

尊た ちの 母で あ る か らで あ る 」 （D202a6 ） と説 明す る． 「三 世 の 仏 世尊 た ちの 母」

で あ る 「金 勝 陀羅尼 」 と は， 般 若波 羅 蜜 （prajfiaparamit5）の こ と を指 して い る と

考 え られ る ． こ の こ とは， 般若波羅蜜 は 「過 去 ・現 在 ・未 来 を通 じて 一貫 して 説

か れ る 普遍 の 教 え」
4）

で あ り， そ れ は 「ブ ッ ダ を生 む もの と して 仏母 と称す る 」
5＞

もの で あ る とも解釈 され 得る こ とか ら理解 で きる ． 従 っ て 「金勝 陀羅尼」 とは，

「学 習 した もの を心 に 保 つ 」 こ とを 可 能 にす る 陀 羅尼 ， す な わ ち 「聞持 陀羅尼 」

の こ とで あ り， 「仏母」で ある 般若波羅蜜に他 な らない こ とが わか る．

　「金勝 」 で は
， 陀羅尼 を 習得 す る た め の 最初 の 儀礼 は ， 仏 世尊 と菩薩 の 名号 を

唱 え る こ とだ とい う （D202b3 − 203a4）． そ れ は ， 陀羅尼 を習 得す る 前提 が 念仏 （b・ d−

dhfinusrmi）で ある こ とを示 して い る
6）
． 念仏 とは 仏身を記憶 して 心 に保 つ こ とで

あ る か ら
， 本 品 は仏 身論 を基礎 として 説 か れ て い る と推 測で きる ． 唱 え られ る べ

き 「五 仏」 （D202b3−4）の うち東の 阿 闕 （AkS・bhya）， 南 の 宝幢 （Ratnaketu）， 西の 阿

弥陀 （Amitabha）， 北 の 天鼓音王 （Dundubhisvara）は ，
　 Suv の 「序品」（Nidana）や 「如

来寿量 」に 登 場 する． 「金勝」で は ，
シ ャ カ ム ニ が 主 尊 と して 登場 して い る が，

後 の 密教 で は 毘盧 遮那 （Vairocana）が 主尊 と して 登 場す る こ とに な る． 阿闕 を始

め とす る 四 方四仏 が密教 の 両界 マ ン ダ ラ に現 れ る四 方四仏 に引 き継 が れた
， あ る

い は 影響 を与 えた 可能性 が あ る こ とが
，

以上 の Suv に登 場す る諸 尊の 名称 か ら推

察 され 得 る
7）
．

　「金勝 」で は
， 次に 「十方諸仏」の 名号 を唱 えるべ きこ とが説 かれ る （D202b4 −

203a1）． 「十方無量 仏 」 （T．　N ・，665，16： 413blO）や 「十 方世 界 一切 如来 」 （T，　N ・ ．・665，

16：414c28）は
，
　 Suv 「懴悔 」 （DeSan5）や 「滅業 障」 （

＊

Nir・dhakarmAvararpa）に数箇所用

例 が 見 られ るが ， 諸尊の 具体的 な名称 は挙が っ て い な い ． 「十方諸仏」 とい う用

例 は
， 『六 度集経』 （T．N ・．152，3： 3a25）や 『摩訶般若波羅蜜経』 （T．・N ・ ．223，

　8： 219c1）

な どの 経典 中 に ある の で
， 「金勝」 も先行す る経典に説か れ る思想 を受け継 い で

い る こ とが わ か る ． しか し諸尊 の 名称 を具体的 に 説 くとい う特 徴 が 本 品 に は あ

る
8）
． 本品は ， 「如来寿量」 に 説 か れ る仏 身論 に基 づ い た 「観 念 の 念 仏」 の 思想

か ら 「口 称の 念 仏」の 思 想が 現 れ る 過程 を示 して い る． 「金 勝」で は ， そ の 次 に

現 れ る の が観 自在 を始め とす る十の 菩 薩の 名称で あ る （D203 ・1−4）． こ れ ら十 の 名

称 は ， 前 々 品 「最 浄地」で 説か れ る 菩薩 十地 の 思 想 を深 く意識 して 説か れ た こ と

一 938 一

N 工工
一Electronlc 　 Llbrary 　



The Japanese Association of Indian and Buddhist Studies

NII-Electronic Library Service

The 　Japanese 　Assoclatlon 　of 　工ndlan 　and 　Buddhlst 二　St二udles

（158） 『金光明経』における陀羅尼品の 研究 （ウル ジー ジャ ル ガ ル ）

が 考え られ ， 菩薩十地 の 思 想が 根底に ある こ とが わ か る． 密教で は観自在を始め

とす る こ れ らの 菩薩 は
，

マ ン ダ ラ に描 か れ
，

配 置 さ れ る こ と に な る． また こ の

「金 勝」 が ， 密 教 の マ ン ダ ラ に影響 を与 えた 可 能性が 高 い こ とが 指摘 され 得 る．

その 根拠 と して
， 密教 に お ける 「標準型 八 大菩薩」の 中か ら除蓋 障 （

＊

Sarvanivarapa−

viskambhin ）を除い たすべ て の 菩薩が 本 品に 登場 して い る こ とが 挙げ られ る
9）
．

　 「金勝」は また 「真言陀羅尼」（mantradllarapt ）を読誦すべ きこ とを説 くが （D203b3 −

204al）， そ れ が もた らす効力 に つ い て 説明 を与 えな い ．
一 方 ， 「最 浄地」 は ， 十

地各地 の そ れ ぞ れ で 読誦 され る べ き 「真言陀羅尼」が 各地 に ある 菩薩 を護る 守護

呪 としての 効力 を発揮す る こ とを説 く．従 っ て 「金勝」で 説か れ る 「真 言陀羅尼」

は 「聞持陀羅尼」 を習得す る 過程 の
一 つ の 手川頁とな っ て い る こ とが わか る． 当該

箇所 は 「真言陀羅尼 」 を読誦す る 直前 に 念仏すべ きこ と を説 くの で
， 成仏 を 目的

に して い る と考 え られ る ． そ れ が後 の 密教 に お ける即 身成 仏 を もた らす 「口 密 」

（vac）の 真言 へ と発 展 した と思 われ る
1ω

． 本箇 所 は 「聞持 陀羅尼 」 か ら 「口密 」

の 真言へ と思想的に発展する過程の 一 側面を示 して い る と推測 され よ う． 多 くの

大乗経典 は陀羅尼 が もた らす功 徳 を説 く． 「金勝」 もそ の 例 外 で は な い ． こ こ で

説 か れ る陀 羅 尼 の 功徳 とは （1）福 徳 が 増大す る こ と （D203asL7）， （2）所願 を成

就 させ る こ と （D203a7 −b1）， （3）無 上 正 等菩提 を獲 得 しない 段 階で
， 菩 薩 た ち に

よ っ て 守護 される こ と （D203b1 −3）の 三 つ で あ る．

　「金 勝」 の 末尾 は
， 「聞持陀羅尼」 を習得す る た め 実践が マ ン ダ ラ の 中で 行 わ れ

る こ とを説 く （D203b3 −204a1）． そ こ で は まず初 め に先 述の 「真言 陀羅尼」 を読誦

すべ きこ とが 強調 さ れ る
ll）

． 氏 家 ［1984： 141］ は 「憶 持 の 陀羅尼 は純密の 成立

期 に は マ ン ダ ラ の な か に 吸 収 され て し ま っ た の で は な い か 」 と推 定す る． しか

し， 「金勝」に おける 陀羅尼 を習得す る 儀礼 の 手Jll頁の 記述 を踏まえれ ば ，
マ ン ダ

ラ は 「聞持陀羅尼 」 を習得す る た め の 手段 と見 な され て い る と言 え よ う． 本 品に

現 れ る マ ン ダ ラ に 関 して は ， そ の 中で 諸尊 の 名号 を唱え る必要性が 説か れ る が ，

具体 的 に どの よ うに諸 尊 を配置 し
， 描 くべ きか に つ い て は説 か れ ない ． こ れ らが

説 か れ る よ うにな るの は ， 後 の 両界マ ン ダ ラ が現 れ る段階 で あ る．

3 ． まとめ 本考察か ら導か れ る結論は次の 通 りで あ る， （1）「金勝」で 説 かれ

る 「金 勝 陀羅尼」 とは
， 学習 した もの を心 に保 つ 能力で ある 「聞持陀羅尼」で あ

る ． こ の 陀羅尼 は
，

三 世諸仏 の 母で あ る陀羅尼 ， すな わ ち般 若波羅蜜 と同
一

視 さ

れ て い る． （2）Suv で 説か れ る仏 身論や 菩薩思想 に基 づ き， 空性説を理 解 させ る

た め に
， 般若波羅蜜 に他 ならない 陀羅尼 の 習得が 必 要 とされ た． この 理 由か ら 「金
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勝」が 「空性品」の 前に挿入 さ れ た と推測 され る． （3）「金勝」は ， 仏身論に 基

づ く 「観念 の 念 仏 」 か ら 「口 称 の 念仏 」 に
， 「聞持 陀 羅尼」 か ら 「口 密 」の 真 言

に至 る思 想 的発展過 程 を示 して い る ． また 「金 勝陀羅尼」 を習得す る手段 と され

る マ ン ダ ラ は
， 後の 密教で 描か れ る マ ン ダ ラの 初源形態 と見做 され る もの で ある ．

1）以下 「真言」 とい う語 を用 い るが ，
これ は密教 で 説 か れ る もの を意図す る もの であ

る こ と をお 断 り して お く．　 　 　 2 ）Nobel 匚1958］，平 松 匚1983］．　　 　 3 ）本論で

用 い る テ キ ス トは Jinamitra
，
　Sllendrabodhi

，
　and 　Yo　shes 　sde

，
　trans．，

’Phags 　pa　gser
’
od 　dam 　pa

mdo 　sde 　
’i　dbang　po　

’i　rgyalpo 　ias　gser　can 　zhes 　bya　ba　’i　gzungs　te　le　
’

u
，
　D．　pa　202a4−204a1に基

づ く．　　　 4）氏家 匚1984：61］．　　　 5）渡辺 ［2013： 135］．　　　 6）氏家 ［1987：

27］．　　　 7 ）田 中 ［2013； ll5］ は 「胎 蔵 と金剛界 の 四仏 は ， 『金 光明経』の 四方四

仏か ら
， そ れ ぞ れ 別の 過程 を経 て 成立 した」 と推定 して い る． こ の 推定 は 「金 勝」の 五

仏 を踏 まえ た結論 で はな い が，本章はそ れ を さ らに 明 白に 物語 る もの で あ ろ う．

8 ）Suv と対 照 的 に 『仏説 観仏 三 昧海 経』 （T．　No ．643， 15： 678a8− 19） と 『十住 毘婆沙 論」

（T．No ．1521
，
26： 41b7− ll） は

， 四 方四 仏 を含む十方仏 をあげる ．それ ら と Suv が
， 共通

の 名号 を持 つ の が 「上 方広衆徳」 と 「下方明徳」 で ある ．　　 　 9 ）頼富 ［1990：609−

612］．　　　 10）氏 家 ［1987： 170］は 「口 密の 真言 の 発生 と同時 に諸 仏 が発生 し， た だ

ちに曼 荼羅 の 世界 に溶 け込 み ，

… 〔中略 〕…ひ とた び真 言が発 生 され れ ば ， た だ ちに 自

身が如来に加持 されて 曼荼羅中に即身成仏で きる」 の が密教 の 解脱観の 特色 と基本で あ

る と述べ て い る 、「金勝」 で は諸仏 の 名号 を唱え，その 後真言陀羅尼 を読誦す る．そ れ

が マ ン ダラの 中で 実践 され る． しか し本品が真言を読誦すれば，即身成仏で きる と説 い

て い るか 否か は判断 し難 い ．　　　 11）氏家 ［1984： 140− 141］ は 「真言陀 羅尼 を成 就 す

る 法式 （持呪法）が 説か れ る．… 〔中略 〕…
マ ン ダ ラ 的 な要素 を もつ 憶 持の 陀 羅尼が真

言化 して い く過程 が感 じと られ る．… 〔中略〕…金勝 陀羅尼 は ， 大乗 の 憶持の 陀羅尼 が

マ ン ダ ラ化す る と 同時 にそ の 本 来の 性格 を失い つ つ あ る 陀羅尼 で は ない か 」 と解説 す

る ． しか し筆者は 当該箇所で 説か れ る の が 「金勝陀羅尼 」 を習得す る 実 践 方法 に つ い て

説 か れ る 中で ， 真言 陀羅 尼 を説 くが ， そ れ を成就す る法式 につ い て は説 い て い ない と判

断する．
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